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システム情報科学部 Ｍ
Ｄ

保健福祉学部

公立はこだて未来大学  Future University Hakodate

名寄市立大学  Nayoro City University

学長：片桐恭弘
KATAGIRI Yasuhiro
認知科学
任期：2016.4～ 2020.3

学長：佐古和廣
SAKO Kazuhiro
医学（脳神経外科学）
任期：2016.4～ 2020.3

所在地 〒096-8641 北海道名寄市西4条北8丁目1
交通 JR名寄駅からバス15分
TEL 01654-2-4194　FAX　01654-3-3354
設置者 名寄市
開学年 2006年
学生定員 796名   教員数  83名   職員数  21名

HISTORY & MISSION
　名寄市立大学は、北北海道における女子高等教育の嚆矢
として 1960年に開学した名寄女子短期大学（1990年に
市立名寄短期大学と改称）を母体に、地域の期待と時代の
要請に応え 2006年に 4年制大学として開学し、2016年
には新たに社会保育学科を設置しました。
　「ケアの未来をひらき、小さくてもきらりと光る大学を目
指す」を理念として、高度な知識と技術及び高い倫理性を
有する専門職を育成するとともに、地域が抱える種々の課
題について研究し、それを解決することを目指しています。

PROFILE
●多様でかけがえのない存在である「ひと」への理解を深
めるとともに、自らの人間性と能力を高める力を育む。
●専門領域の知識や技術を高めるとともに、自ら課題を発

保健・医療・福祉分野で幅広く活躍する職業人を養成
見し、課題解決に主体的に取り組む力を育む。

●関連する諸領域を幅広く理解し、支援サービスの連携・
協働においてパートナーシップを発揮できる力を育む。
●幅広い理解力・判断力を養う教養や社会問題への関心を
持ち続ける心を育む。

●地域社会はもとより、人類が抱える諸問題と異文化にも
関心を持ち、広く世界の中で自己の存在を位置づけ行動
する意欲を育む。

TOPICS
　2017年度に新図書館が開館、2018年度には社会保育
学科設置による学生増に対応するための新校舎が完成し、
学習環境は大きく改善しました。また、2019年度から大
学独自の給付型奨学金などを創設し、学習支援をさらに充
実させています。

所在地 〒041-8655 北海道函館市亀田中野町116-2
交通 JR函館駅からバス45分
TEL 0138-34-6448　FAX　0138-34-6470
設置者 公立大学法人公立はこだて未来大学（函館圏公立大学広域連合）
開学年 2000年　（法人設立年 2008年）
学生定員 1,090名   教員数  68名   職員数  24名

HISTORY & MISSION
　公立はこだて未来大学は、函館・道南圏における就学機
会の拡大、経済・産業・文化の振興への推進力となる大学
設立を願う、長年の地域住民からの期待に応え、2000年
4月に開学を果たし、2008年に公立大学法人となりました。
　システム情報科学部 1学部からなり、情報技術に根ざし
た 21世紀の産業と研究開発を支える人材を育成するため、
異なる領域をまたぐ学問や大学院レベルの高度なトピックス
の先取りなど、特色あるカリキュラムで構成されています。

PROFILE
●システム情報科学部：既成の情報工学や情報科学の枠組
みを越えた、新時代にふさわしい高度でユニークなカリ
キュラムを用意。学生は 2年次から情報アーキテクチャ
学科と複雑系知能学科の 2学科に分かれ、さらにその中

21世紀の産業と研究開発を支える人材を育成
の 5コースいずれかに所属してそれぞれの学びを深める。
●プロジェクト学習（文部科学省「特色ある大学教育支援
プログラム（特色 GP）」採択）：問題提起から問題解決
までのプロセスを担当教員と共に実際に体験可能。
●オープンスペース：開放的で大規模な自習スペースを教
員室の前に配置するなど、学生や教員が日常的に気軽に
話し合える開かれた場を提供する校舎設計。

TOPICS
　人工知能（Artificial Intelligence：AI）の研究開発を
民官学が共同で進める拠点として、2017年 4月に「未
来 AI研究センター」を設立。最新の人工知能技術に関わ
る研究開発のほか、未来の人工知能を担う人材の育成と
地域企業・機関への技術支援を行います。


